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白川郷荻町集落の自然環境を守る会 令和4年11月号

野谷会長から皆さんへ
皆さん熱心に取り組んでくれて「いい勉強になりました！ありがとうございました！」
といった言葉もいただき、やってよかったなと感極まりました。勉強会にご参加いただ
き、少しでも合掌を守ることに興味を持っていただけたのではないかと思います。技術
継承も大事ですが、先人が守り続けた故郷をこれからも大切にし、次世代に残していく
気持ちを大事にしながら今後も活動して行きたいと強く思いました。

技術の継承勉強会を実施しました！
10月22日（土）午前、合掌技術の継承を目的とする勉強会を実施しました。白川郷合

掌家屋保存組合の若手約20名が参加し、茅葺職人から「ハコマキ」や「ツノ結び」の技
術を学び実践しました。ここ数年はコロナ禍で結による屋根葺きが実施できず、住人同
士のコミュニケーションの場や、技術を習得する場が少なかったので、久しぶりに白川
郷らしい若者の活気や熱意が、公民館に溢れていたように思います。今後もこれを継続
をしながら、合掌家屋を持たない住人にも少しずつ参加を呼びかけ、地域や世代を越え
た「結の継承」を目指します。以下に野谷会長および参加者からの感想を紹介します。



守る会活動スローガン 〜守る・暮らす・つなぐ〜

①守 る：住民憲章を基盤とした、世界遺産である合掌家屋と農山村の景観保全

②暮らす：結の精神が根ざした共同体と、景観に調和した豊かな住民生活の向上

③つなぐ：故郷から学び、他地域の交流から学び、未来の継承者を育成

10月の活動報告 ※12月の定例会は8日（木）を予定（公民館またはzoomにて）
3日 与論島視察受け入れ 10日 ねそ10月号発行（総務部） 27日 白川郷学園茅刈り（有志）

6日 空き家ヒアリング 20日 荻町防火デー（消防団） 30日 火の元検査（消防団）

7日 拡大役員会 22日 技術の継承勉強会

7日 10月定例会 22日～23日 同志社女子大麻生准教授ゼミ受け入れ（役員）

11月の協議事項（現状変更申請に関わって） 11月10日開催（zoom）

＊＊＊＊･･･ペレットストーブの設置 ＊＊＊＊･･･軸部修理 ＊＊＊＊･･･屋根融雪

白川村教育委員会･･･旧田島家仮設電柱の設置 白川村教育委員会･･･放水銃設備の増設

白川村観光振興課･･･荻町観光マネージメント看板の設置・不要物の撤去・既存看板の修繕

参加者の感想
●改めて合掌の構造、細部の仕組み等を知ることができて良かったです。今後、結などで
手伝うことがあれば勉強会で学んだ事を活かしたいです。

●今回習ったのは屋根の下地作りと茅葺きのほんの一部の工程でしたが、思った以上に難
しいことがわかりました。丁寧に教えていただきありがとうございました。屋根の修復
にどれだけの労力と手間がかかるのか想像でき、大切にしていこうと再確認しました。
また合掌の維持を支えてくださっている職人さんへの感謝を持ちつつ、その中で自分が
どのように関わることができるか考える機会になりました。

●このような機会をつくっていただきありがとうございました。ここ最近、結の屋根葺き
自体がないので、縄の縛り方は記憶の遠いところにいっていましたが、このような機会
があったことで少しずつ思い出すことができました。今は結が少なくなってきて茅葺き
技術は専門業者の方だけになりがちですが、それでは今後のこと考えるとまずいこと
かなと思うので、このような機会があるととてもありがたいと思います。昨年も参加さ
せていただきましたが、学園の体験会に大人も参加したら子供達にも刺激になるのでは
ないかと思いました。

●合掌に住んでいても知らない事やわからない事はたくさんありますが、勉強会のお陰で
ハコマキ等を知る事が出来、とても勉強になりました。ありがとうございました。

●職人さん以外の人は、結以外ではほとんど屋根葺きに携わることがない中、あれだけの
人が積極的に参加していたことで、白川村民一人一人の責任感を確認できるいい機会に
なったと思います。

●なかなかこのような機会はないので勉強になったし、今後も継続的に学ぶ場があるとい
いなと思いました。

●勉強に参加したのは2回目ですが、教えてもらったことを忘れてしまっているので、定
期的に縛り方などやってみる事も大事だなと実感しました。

●合掌造りの建物で生活しながらも、実際に体験するような機会というのは無かったので
いい経験になりました。屋根葺きになかなか参加できるような機会は無いですが、ある
ようであれば参加してみたいと思いました。

冬期センガ岩倉庫の入れ替えは11月19日（土）8:00～使用料をお忘れなく！！！


